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榊 です曇わ洗ばります !
大津夜まわりの会は 5月 25日の定lJ」総会で役員
改選を行ない、役員会の互選で小坂0春子理事長の後任

に永汚明副理事長、新副理事長に長田茂監事を選びま

した。当会の創設者の 1人で法人化以来、理事長と
して活動を牽引し、生活に苦しむ多<の人々を支えて

きた小坂理事長が、ご自身やご家族の事情で退任され

ることになり、これに伴つて新体制を構築する人事

で、6月 1日に発足しました。

新役員とスタッフは以下のとおりです。役職員―

同、これまで以上にハウジングプアの解消をはじめ、

生活困窮やさまざまな問題で生きづらさを抱える

方々への支援、ひいては貧困問題の解決、地域福祉の

向上に取り組みますので、引き続きご支援ご指導をお

願いいたします。               「

(新 役 員 )             |
理 事 長  永 芳 明 (前副理事長、弁護士 )
副理事長      馬殿 貞爾 (再 )
副理事長・事務局長  長田 茂(前監事)
理事        腱中 聡子 (再 )
理事 ‐       ‐自杉 滋朗 (再 )
理事        山口 剛(再 )
監事        精神 二郎 (新 )
|(スタシフ)
主任相談支援員(社会福祉士) 今村 雅夫
主任相談支援員(伴走型支援士)太 田 茂雄

(フードバンク滋賀代表)|
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嘗竹|ギーターγヽ
新理事長水矛
この友、dlヽ坂前理事長の後を
継ぃで理事長に読任しまし
た。法人化したころより、理

事に名を逹ねていました。このFal、 ホームレ |

スのた検から発より、サロンを持ら、鮮再生 |

事業や一時生活え薇事業をえ亀するなど、法
人の活動が大きく広がってぃます。    _
これからも、ヨ|き続き、お困りの皆さんの |

え波をはじめ、、含困問題の解決に向けてネ
:

り組みを続けていきます。キ様のごえ浚をよ
ろしくお願いします。        |

ミ任のご―かヽきつ4T黍子
この度、一身上の考「合で4任いたしました。
捩 り返れば、家も食べるものもないという人が

大津にも、ヽると聞いをとキ、手を疑ったはどでし
たが、そういう方々の‐人ひとりの実態をお開き
して社会的な背景に気づかされ、え後の必要l_tを |

痛感したのが活動のきっかけでした。  |
その後、法人化、居場/~4と してのひまわリサロ

ンの開設:そ してシェルタニ (繁魚■時宿濃所)
理学など、こうしたガ々のr・n題解決 r自 立ヽむ |
け、夢中でたってきました:こ のFan、 えぇてぃた
だいた多くの皆さんのご丸裁ご協か 1漂 t感謝
申し上げます。          | |
残念ながら昨今の社会情勢は人権尊重、社会保
障制度の充実に程ぶ 、大津夜まわりの会の活動
はまだまだ典姜です。1今後‐

=も

―ようしくお願いい
たします。        | .      :

っ
　
輌
「

へ
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相談支援員(社会福祉士)
生活支援員 (事務職員)

寺島 晃
東堤 敏江

生活支援員(栄養士、調理師)  永田美千代

つかいみちを選べる幕金‐多くのこ聴 ありがとうございました
滋賀県共同基金会による初めての「つかいみちを選べる基金」(2016年 1～ 3月 )で、
当会への寄附頼はオ 49件 289,500日 にのぼりました。これに彙共同基金会からのか算助
咸金わわえ鑢頼 405,500円 をいただくことができました。
多くのガ々の温かいご厚恙・ごえ擁に感謝ヤし上げます。頂戴した浄財は「夏休みこど
もひまわりの家」をはじめ、各種功茂事業の白主財源部分や、繁恙え俊物奇の購入費用と
して、大切に活用することをお誓いいたします。ありがとうございました。
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生活困窮者自立支援法に基づく大津市委託事業

自立相談支援の受付 84件   2015年度(15年 4月～16年 3月 )

24件 (25人)がシェルターを利用

舅 鰈務

・相談歴あり自ら…20件 。大津市生
活福祉課…16件 ・インターネット等
で自ら…14件  ・大津市社協…7件
・フードノヽンク滋賀…6件
▼巡回・訪間、家族、知人、更生保護

法人、弁護士等…各 3件
・ボランティア…2件
・病院、議員、警察、寄り添いホット

ライン、県内の他市役所…各 1件

籠軋欝警欝難魏晉攀轡ft馨轟拳

ハウジング77の相談Iオ ?

※赤字はうち女性

カツコ内はシエル

ター利用者
不明 3人   (1`Ю

70ト
6人 1人
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20歳代 5人

(1人 )

30歳代 14人 1人

(2人 )60齢
16人 3人

(5人 1ガ
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(7人 )

シエルター (一磁生活支援)を利用
24rト

(退所後の居住先)

・生活保護で居宅に移行
・住み込み就労
・精神科病院に任意入院
・救護施設ヘ

・利用継続中

※居宅移行後、

シエルター (一時生活支援 )利用せず
29件

。相談継続中に連絡が途絶…7件  ・本人が
辞退または忌避…3件  ・制度外で 1泊だけ
シェルター利用…3件  ・住居喪失前に生活
保護で居宅確保…2件  ・自力で転居先を確
保…2件  ・救護施設入所、医療保護入院、実
刑判決で収監、旧シェルター利用者で生活保護
で居宅へ、電話相談だけで終了…各 1件

|‐ ‐ ひ春わιlサロン
大津夜まわりの金が開設している「ひまわリサロン」

は利用者の皆さんの「気楽な居場所Jです。2015年
度に鏑れた人は延べ 1,070人(前年度 950人 )を数
えました。

サロンを主会場に 15年度から始めた社会生活基
盤づくり講座は、5～7月、9～ 11月、1～ 3月の
3期通算で 171講時を開講し、延べ 747人が受講、
社会的自立への一助になりました。

19件
2件
1件
1件
1件

就労したケースは 5件

<おもな内容>
,生活保護の申請 (再申請含む) ・生活保
護の制度運用をめぐる苦情 ・生計維持 (金
銭管理) 。子どもの学費 ・年金手続き
・就労相談、就労支援 ・孤立・常死念慮・
不定愁訴などへの寄り添い 。ひきこもリヘ
の働きかけ、療育手帳取得の支援 ・他県か
らの相談に地元のフードノヽンク紹介など・・・

その他の相談支援 31件


